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情報学的アプローチによる
｢情報科｣大学入学者選抜における評価手法の研究開発

■主催：　大阪大学、東京大学、情報処理学会
■後援：　大阪府教育委員会、兵庫県教育委員会、京都府教育委員会、滋賀県教育委員会、奈良県教育委員会、
　　　　    和歌山県教育委員会、大阪市教育委員会、神戸市教育委員会、全国高等学校情報教育研究会、
　　　　    大阪府高等学校情報教育研究会（申請中）、大阪私学教育情報化研究会、理工系情報学科・専攻協議会

会 場

文部科学省大学入学者選抜改革推進受託事業 シンポジウム

高校教員のみなさまのご参加を歓迎します！
今までの大学入試では主に「知識・技能」が評価されて
いると言われています。一方、高大接続改革の検討の結
果「思考力・判断力・表現力」を評価することが求めら
れています。この受託事業では、特に新学習指導要領で
内容が大幅に改定される「情報科」に関して、思考力、
判断力、表現力とは何かを定義し、これらを評価する試
験問題を議論しています。
本シンポジウムでは、試験問題の内容を説明し、それを
解く能力を育てるために、高校ではどのような教育がで
きるか、などを高校教員と意見交換することが重要と考
えています。

■お申込み（参加費無料･先着 150 名 )
右のＱＲコードのフォームよりお申込みください。
または以下URL にアクセスしてください。
www.ist.osaka-u.ac.jp/japanese/research/mext.html

■お問合せ
大阪大学  大学院情報科学研究科 ( 影山 )
大阪府吹田市山田丘 1-5　
TEL: 06-6879-4353
k-naoko@ist.osaka-u.ac.jp

進 行

大阪府大阪市北区大深町 3-1
  
◎JR｢大阪｣駅 徒歩 8分
◎地下鉄御堂筋線｢梅田｣駅 徒歩 10 分
◎阪急｢梅田｣駅 徒歩 8分
◎阪神｢梅田｣駅 徒歩 10 分

西尾章治郎（大阪大学総長）
文部科学省
鹿野利春（国立教育政策研究所）
「思考力・判断力・表現力」を評価する試験問題
 萩原兼一（大阪大学）、久野 靖（電気通信大学）
高校での「情報科」教育　高校教員（調整中）
思考力・判断力・表現力の教育方法／評価方法（仮題）
鹿野利春、萩谷昌己（東京大学）、久野 靖、高校教員（調整中）、
片岡 晃（情報処理推進機構）、コーディネータ 萩原兼一
尾上孝雄（大阪大学・大学院情報科学研究科長）
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主催者挨拶
来 賓 挨 拶
基 調 講 演
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現 状 報 告
パネル討論

 

閉会の挨拶   
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